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B22a 「すざく」が見た衝突銀河団の硬X線スペクトルとその磁場
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衝突銀河団の多くには、Mpc スケールに広がる巨大なシンクロトロン電波源が見られる。この放射は、GeV電
子と µG レベルの銀河間磁場によるもので、大規模なエネルギー解放とそれに伴う粒子加速が起きている直接の証
拠である。我々は、広帯域と低いバックグラウンドを特徴とする「すざく」衛星を用いて、代表的な衝突銀河団で
ある、Coma銀河団と、Abell 3667 銀河団を観測した。0.5-50 keV の広帯域スペクトルから、銀河間ガスの熱的な
放射と、GeV電子の逆コンプトン放射による非熱的なX線、硬X線放射とを探査した。
中心に明るい巨大電波源を持つ Coma銀河団を観測したところ、「すざく」硬X線検出器のデータに非熱的な硬

X線は必要なく、その上限値は ∼ 8x10−12 erg/s/cm2 (20-80 keV)と求まった。この値は、Beppo-SAXが検出し
たとされるフラックス 15± 5x10−12 erg/s/cm2 の下限値よりもやや低い。電波放射との比較により、銀河間磁場
は 0.15 µGよりも高いことが示唆される。中心から大きく離れた領域に非常に明るい巨大電波源をもつ Abell 3667
銀河団からも、同様に非熱的な硬X線は観測されず、磁場は 0.4 µGよりも高いことが示唆された。電波源がビリ
アル半径付近にあるため、そこでの銀河間ガスの放射が弱い。このことを活かして、XISを用いて逆コンプトン放
射の X線成分を評価したところ、ここでも上限のみが得られ、電波源における磁場は、1.5 µGよりも高いことが
導かれる。Abell 3667 では、中心付近のデータに 20 keV程度の超高温成分と解釈できる放射があり、大規模な加
熱が起きている可能性がある。


